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事業名 確認

都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業



目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 100.0 ha

令和 1 年度　～ 令和 5 年度 令和 1 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）　

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

【本市上位計画における位置づけ】
○　「青森市総合計画（平成31年2月策定）」では、効率的で計画的な土地利用の推進について、公共交通ネットワークとの連携と医療・商業等の都市機能の立地の促進により、コンパクトな複数の拠点づくりを進めることとし、青森操車場跡地周辺地
区では、子育て施設、福祉施設、医療施設等の都市機能が集積した拠点として、これまでの既存ストックを有効活用するとともに、これらの都市機能の施設の集積を図ることとしている。
○　「青森市立地適正化計画（平成30年3月策定）」では、青森操車場跡地周辺地区は都市機能誘導区域の一つに設定されており、青森地区の市街化区域の中央部に位置し、子育て、福祉、医療等の都市機能が集積していることから、既存ストックを
有効活用するとともに、青森操車場跡地の利活用を図り、防災の拠点として都市機能の立地を促進することとしている。
○　「青森市緑の基本計画（平成28年3月策定）」では、公園、緑地の整備にあたっては、避難所や避難路及び延焼遮断帯等、都市防災上の空間確保のため、他の都市基盤施設との連携を図りながら進めるとともに、防災機能を有した公園としての機
能向上を図ることとしている。また、青森操車場跡地周辺地区（青い森セントラルパーク及び周辺地区）は緑化重点地区として位置づけられている。

【経緯及び現況】
○　青森操車場跡地の有効活用を図るため、平成9（1997）年11月に「青森操車場跡地利用構想」を策定し、平成10年3月に日本国有鉄道清算事業団から同跡地を青森県とともに取得するとともに、その一部を整備し、平成15年4月に「青い森セントラ
ルパーク」を開園した。
○　平成24年4月に策定した「青森操車場跡地利用計画素案」や様々な市民意見等を踏まえ、平成25年3月に青森操車場跡地利用計画審議会から土地利用の方向性について答申書が提出された。
○　平成30年１月、青森操車場跡地にスポーツのみならず多様な催事ができる交流拠点としてアリーナを整備することにより、市民の健康づくりとスポーツ振興に加えて交流人口の拡大を図り、経済効果を生み出す青森市アリーナプロジェクトの実施
を公表した。
○　平成31年3月に、青森操車場跡地の利活用の方向性について定めた、「青森操車場跡地利用計画」を策定した。

○　青森操車場跡地の有効活用
　・　青森操車場跡地については、都市機能誘導区域を含むまとまった敷地であることから、多様なにぎわいの創出に向けた有効活用が必要となっている。
○　大規模な自然災害への対応
　・　2011年の東日本大震災、2018年の北海道胆振東部地震のほか、近年、全国各地で発生している大規模地震や局地的な集中豪雨とそれに伴う土砂災害、予期せぬ降雪による被害など、全国的に見て大規模な自然災害が多発しており、災害に備
えた、安心安全なまちづくりが必要となっている。
○　高齢化の進展への対応
　・　全国の2017年における高齢化率は27.7％、平均寿命は男性81.09歳、女性87.26歳であるのに対し、本市の高齢化率（2017年）は、29.3％と全国平均よりも高く、また、平均寿命（2015年）は男性78.9歳、女性85.7歳と、ともに全国市区町村の中でも
下位に位置しており、健康寿命の延伸を図り、生涯現役として活躍することができるまちづくりが必要となっている。
○　昭和52年に建設された市民スポーツの活動の場の中心である市民体育館は、現在、経年による老朽化が進み、建替えが必要となっている。

　・　交通アクセスの更なる強化のため、計画地区と幹線道路の接続の検討。
　・　鉄道により分断されている北側地区との接続の強化。

大目標　地域の安心を支え、にぎわいを生み出す交流拠点の形成
　目標１　人と人の交流を促進し、にぎわいを生み出す健康・交流拠点の形成
　目標２　防災機能の強化を図ることによる、地域の安心を支える緑豊な拠点の形成

　青森市では、平成30年3月に策定した「青森市立地適正化計画」において、『「コンパクト・プラス・ネットワーク」の都市づくり』を基本理念とし、持続可能な都市づくりを推進することとしている。
  このうち、都市機能誘導区域の一つである「青森駅周辺地区」において、最近では、青森市の窓口部門を集約化した市役所駅前庁舎のオープンや、駅前に移転した青森商工会議所会館の1階に青森スタートアップセンター・ビジネス交流拠点「あおビ
ジ」を開設したところであり、賑わいの再生につながる、新たな人の流れが創出されているところである。今後は、鉄道により分断された東西市街地を結ぶとともに、バリアフリーに対応した青森駅自由通路を整備しているほか、民間の市街地再開発事
業などを支援し、魅力的な拠点整備に取り組むこととしている。
  また、 「操車場跡地周辺地区」においては、平成31年3月に策定した「青森操車場跡地利用計画」に基づき、鉄道駅の整備について関係機関と協議するとともに、自由通路及び駅前広場等を整備することとしているほか、市民の健康づくりとスポーツ
振興に加えて、交流人口の拡大を図るため、多様な催事ができる交流拠点（（仮称）青森市アリーナ等）を整備する「青森市アリーナプロジェクト推進事業」を行っているところである。当該事業では、（仮称）青森市アリーナの整備と併せ、都市公園であ
る青い森セントラルパークにおいて公募設置管理制度（Park-PFI）を活用し、魅力の創出を図ることとしている。
　このほか、リノベーションまちづくりや、公共空間の利活用を通じた人材育成等にも取り組むこととしており、各拠点においては、ハード・ソフトの総合的な取組により、「居心地が良く歩きたくなるまちなか」づくりを目指すこととしている。

都道府県名 青森県 青森市 青森操車場跡地周辺地区

計画期間 交付期間 5



都市構造再編集中支援事業の計画
都市機能配置の考え方

都市再生整備計画の目標を達成するうえで必要な誘導施設の考え方

都市の再生のために必要となるその他の交付対象事業等

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ H30 R6

人/年 H28 R6

％ H30 R640.0
地区の安心・安全性に関する満足
度

市民意識調査による地区の安心・安全性に関する満足
度

多目的広場や道路拡幅整備、防災備蓄倉庫の設置を行なうなど、防災機
能の強化を図ることで、市民意識調査における「災害や交通事故、犯罪へ
の不安が少なく安心して生活できる」に関する市民の満足度を上げる。

33.5

40.0

市民体育館（アリーナ）の利用者数 市民体育館（アリーナ）の利用者延べ人数
市民体育館（アリーナ）を、スポーツのみならず多様な催事ができる交流
拠点として整備するなど、市民の健康活動や交流機会の創出を図ること
で、市民体育館（アリーナ）の利用者延べ人数を増やす。

162,870 265,893

市民が交流活動できる環境に関す
る満足度

市民意識調査による地区の娯楽などの場の充実に関す
る満足度

市民体育館（アリーナ）等の整備により、市民が交流活動できる環境を創
出することで、市民意識調査における「買い物や娯楽などの場が充実して
いる」に関する市民の満足度を上げる。

34.0

・立地適正化計画における操車場跡地周辺地区の基本方針は、子育て施設、福祉施設、医療施設等の都市機能が集積した拠点として、これまでの既存ストックを有効活用するとともに、これらの施設の集積を図り、また、操車場跡地の将来的な活用
を踏まえ、本市の災害時の避難場所に指定されている青い森セントラルパークの防災機能を確保することとしている。
・本地区は、子育て、福祉、医療等の都市機能の既存ストックを有効活用するとともに、操車場跡地の活用を踏まえながら、防災の拠点として、都市機能の立地の促進を図ります。また、操車場跡地の活用に当たっては、事業手法や、新駅整備などの
公共交通アクセスの向上について検討を行います。
・平成31年3月に、青森操車場跡地の利活用の方向性について定めた、「青森操車場跡地利用計画」を策定したところであり、、青森操車場跡地にスポーツのみならず多様な催事ができる交流拠点としてアリーナを整備することにより、市民の健康づく
りとスポーツ振興に加えて交流人口の拡大を図り、経済効果を生み出す青森市アリーナプロジェクトの実施を公表したところでもある。

・社会資本整備総合交付金 都市公園・緑地等整備事業（都市公園事業及び官民連携型賑わい拠点創出事業）（関連事業）
　国土交通省都市局

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

・都市機能の立地の適正化に関する基本的な方針として、「市民の生活利便に関するバランスを踏まえながら拠点区域を設定し、それらの区域において、医療・商業等の都市機能の立地の促進を図ることにより、人口減少の中にあっても、市民が持続
的に生活サービスを享受できる多極型の都市構造を目指す」こととしている。
・策定した青森市立地適正化計画では、6つの地区拠点区域のうち、関連計画において、本市の発展を支える4つの都市拠点として位置づけ、これまで様々な取組を行ってきた「青森駅周辺地区」・「新青森駅周辺地区」・「操車場跡地周辺地区」・「浪岡
駅周辺地区」の４地区について、都市再生特別措置法に基づく「都市機能誘導区域」とし、医療・商業等の地区の特性に応じた都市機能の立地の促進を図ることとしている。



整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
整備方針１
人と人の交流を促進し、にぎわいを生み出す健康・交流拠点の形成
・アリーナを、スポーツのみならず多様な催事ができる交流拠点として整備する。
・周辺道路の拡幅や整備によりアリーナ周辺の交通環境を向上させる。
・緑地、多目的広場を整備することにより、地域住民の憩いの場・交流の場として提供するほか、アリーナでのイベント時には臨時駐車場として利用する。

・「道路」基幹事業／市道大野片岡３６号線（改築）、市道南奥野４４号線（改築）
・「地域生活基盤施設（緑地、広場）」基幹事業／緑地、多目的広場
・「高次都市施設（地域交流センター、子育て世代活動支援センター）」基幹事業／【（仮称）青森市
アリーナ】多目的ルーム、キッズルーム
・「社会資本整備総合交付金 都市公園・緑地等整備事業 都市公園事業」関連事業／（仮称）青森
市アリーナ整備
・「社会資本整備総合交付金 都市公園・緑地等整備事業 官民連携型賑わい拠点創出事業」関連
事業／青い森セントラルパーク整備

整備方針２
防災機能の強化を図ることによる、地域の安心を支える緑豊な拠点の形成
・アリーナを指定避難所などの防災拠点として整備する。
・地震や集中豪雨などの災害に強いまちとするため、緑地、多目的広場を整備するほか、避難経路となる周辺道路を拡幅する。

・「道路」基幹事業／市道大野片岡３６号線（改築）、市道南奥野４４号線（改築）
・「地域生活基盤施設（緑地、広場）」基幹事業／緑地、多目的広場
・「地域生活基盤施設（地域防災施設）」基幹事業／防災備蓄倉庫、【青森市アリーナ】防災備蓄倉
庫
・「社会資本整備総合交付金 都市公園・緑地等整備事業 都市公園事業」関連事業／（仮称）青森
市アリーナ整備
・「社会資本整備総合交付金 都市公園・緑地等整備事業 官民連携型賑わい拠点創出事業」関連
事業／青い森セントラルパーク整備



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）

基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 青森市 直 L=1,040ｍ、Ｗ＝15ｍ R1 R5 R1 R5 546.3 546.3 546.3 546.3 -

道路 青森市 直 L=90ｍ、Ｗ＝15ｍ R3 R5 R3 R5 106.1 106.1 106.1 106.1 -

道路 青森市 直 L=1,090ｍ、Ｗ＝15ｍ R1 R5 R1 R5 744.8 744.8 744.8 744.8 -

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 緑地、広場 青森市 直 Ａ＝41,637㎡ R1 R5 R1 R5 1,377.5 1,377.5 1,377.5 1,377.5 -

地域生活基盤施設 地域防災施設 青森市 直 ４棟 R3 R3 R3 R3 31.2 31.2 31.2 31.2 -

地域生活基盤施設 地域防災施設 青森市 直 Ａ＝105.00㎡ R3 R5 R3 R5 45.4 45.4 45.4 45.4 -

高質空間形成施設（緑化施設等） -

高質空間形成施設（障害者誘導施設等） 青森市 直 ２棟 R3 R3 R3 R3 31.2 31.2 31.2 31.2 -

高次都市施設 地域交流センター 青森市 直 Ａ＝622.98㎡ R3 R5 R3 R5 295.5 295.5 295.5 295.5 -

観光交流センター

まちおこしセンター

子育て世代活動支援センター 青森市 直 Ａ＝778.47㎡ R3 R5 R3 R5 456.8 456.8 456.8 456.8 -

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

合計 3,634.8 3,634.8 3,634.8 0.0 3,634.8 - …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

青森市 直 R1 R2 R1 R2 47.6 47.6 47.6 47.6

合計 47.6 47.6 47.6 0.0 47.6 …B

合計(A+B) 3,682.4

（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

青森市 国土交通省 Ａ＝8,715㎡ 〇 R2 R5 7,022.0

青森市 国土交通省 Ａ＝51,000㎡ 〇 R2 R5 540.8

合計 7,562.8

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

社会資本整備総合交付金 都市公園・緑地等整備
事業
都市公園事業

（仮称）青森市アリーナ整備

社会資本整備総合交付金 都市公園・緑地等整備
事業
官民連携型賑わい拠点創出事業

青い森セントラルパーク整備

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用調査
民間活力導入可能性調査 -

まちづくり活動
推進事業

地域創造
支援事業

事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目
事業 事業箇所名

【（仮称）青森市アリーナ】防災備蓄倉庫

バリアフリー対応公衆トイレ

【（仮称）青森市アリーナ】多目的ルーム

【（仮称）青森市アリーナ】キッズルーム

緑地、多目的広場

防災備蓄倉庫

交付期間内事業期間

細項目

市道大野片岡３６号線（改築）

市道大野片岡３６号線（改築）
[都市機能誘導区域外]

市道南奥野４４号線（改築）

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 3,682.4 交付限度額 1,704.0 国費率 0.463



都市再生整備計画の区域

　青森操車場跡地周辺地区（青森県青森市） 面積 100.0 ha 区域
青森市大野字北片岡、浦町字橋本、中央四丁目の全部
中央二丁目、中央三丁目、勝田一丁目、奥野一丁目、奥野四丁目、浦町字奥野、浜田字豊田、桂木
四丁目、緑三丁目、大野字長島の一部

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

都市機能誘導区域

計画地区

凡 例



市民が交流活動できる環境に関する満足度 （％） 34.0 （H30年度） → 40.0 （R6年度）

市民体育館（アリーナ）の利用者数 （人/年） 162,870 （H28年度） → 265,893 （R6年度）

地区の安心・安全性に関する満足度 （％） 33.5 （H30年度） → 40.0 （R6年度）

青森操車場跡地周辺地区（青森県青森市）　整備方針概要図（都市構造再編集中支援事業）

目標 地域の安心を支え、にぎわいを生み出す交流拠点の形成
代表的な

指標

□提案事業
・事業活用調査
民間活力導入可能性調査

様式（１）-⑦-１

○関連事業
・青森市アリーナプロジェクト推進事業
（（仮称）青森市アリーナ及び青い森セントラルパーク整備）

■基幹事業
・道路
市道大野片岡36号線（改築）Ｌ＝約1,040ｍ Ｗ＝15ｍ

■基幹事業
・道路
市道南奥野44号線（改築）Ｌ＝約1,090ｍ Ｗ＝15ｍ

■基幹事業
・地域生活基盤施設（緑地・広場、地域防災施設）

緑地 Ａ＝ 6,630㎡
多目的広場 Ａ＝19,997㎡

防災備蓄倉庫 2棟

・高質空間形成施設（歩行支援施設、障がい者誘導施設等）
バリアフリー対応公衆トイレ 1棟

15,150m2

1棟

■基幹事業
・地域生活基盤施設（緑地・広場、地域防災施設）

緑地 Ａ＝ 4,440㎡
多目的広場 Ａ＝10,570㎡

防災備蓄倉庫 2棟

・高質空間形成施設（歩行支援施設、障がい者誘導施設等）
バリアフリー対応公衆トイレ 1棟

■基幹事業
・道路
市道大野片岡36号線（改築）[都市機能誘導区域外]

Ｌ＝約90ｍ Ｗ＝15ｍ

■基幹事業
・地域生活基盤施設（地域防災施設）
【（仮称）青森市アリーナ】防災備蓄倉庫 Ａ＝105.00㎡

・高次都市施設（地域交流センター、子育て世代活動支援センター）
【（仮称）青森市アリーナ】多目的ルーム Ａ＝622.98㎡
【（仮称）青森市アリーナ】キッズルーム Ａ＝778.47㎡

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例


